
卵漆喰の主原料は、日本国内で採掘された消石灰に卵殻をブレンドしたもの。これまで廃棄されていた卵殻をアップサイクルすることで資源
を循環させ、その貴重な資源を次世代へ引き継いでいくという発想から生まれた環境に優しい漆喰です。
卵は有機肥料や、傷の治療にも使用されてきました。さらに卵殻の主成分である炭酸カルシウムは様々な食品にも使用されています。
漆喰そのものも、その起源は５千年前までに遡る天然素材。数億年の年月をかけて珊瑚礁から生まれた石灰岩が、大地の恵みとなったもの。
天然素材＋アップサイクルという発想から、卵漆喰は誕生しました。
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